
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

新
旧
対
照
表

○

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
「
設
備
運

う
。
）
第
四
十
五
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
「
設
備
運

営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

一

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八

項
に
つ
い
て
都
道
府
県
が
条
例
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
従
う
べ
き
基
準

第
八

条
た
だ
し
書
（
入
所
し
て
い
る
者
の
保
護
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分

条
た
だ
し
書
（
入
所
し
て
い
る
者
の
保
護
に
直
接
従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分

に
限
る
。
）
、
第
十
七
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二

に
限
る
。
）
、
第
十
七
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
二
条
の
二

第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十

第
一
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十

条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
一
項
（
第
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
二
条
の

合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
二
条
の

二
第
一
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
三
条
、
第

二
第
一
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
九
条
、
第
五
十
八
条
、
第
六
十
三
条
、
第

六
十
九
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条

六
十
九
条
、
第
七
十
三
条
、
第
七
十
四
条
第
一
項
、
第
八
十
条
、
第
八
十
一
条

第
一
項
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
八
条
の
三
、
第
九
十
条
並
び

第
一
項
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
三
条
、
第
八
十
八
条
の
三
、
附
則
第
九
十
条

に
第
九
十
四
条
か
ら
第
九
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

並
び
に
附
則
第
九
十
四
条
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
十
二
条
の
二

乳
児
院
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、

第
二
十
二
条
の
二

乳
児
院
の
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
か
つ
、



厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
が
行
う
乳
児
院
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
が
行
う
乳
児
院
の
運
営
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習

得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が
高
潔
で
識
見
が
高
く
、

得
さ
せ
る
た
め
の
研
修
を
受
け
た
者
で
あ
つ
て
、
人
格
が
高
潔
で
識
見
が
高
く
、

乳
児
院
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

乳
児
院
を
適
切
に
運
営
す
る
能
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一

医
師
で
あ
つ
て
、
小
児
保
健
に
関
し
て
学
識
経
験
を
有
す
る
者

二

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者

三

乳
児
院
の
職
員
と
し
て
三
年
以
上
勤
務
し
た
者

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
児
童
相

四

都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
児
童
相

談
所
設
置
市
に
あ
つ
て
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
と
す
る
。
第
二
十
七
条

談
所
設
置
市
に
あ
つ
て
は
児
童
相
談
所
設
置
市
の
市
長
と
す
る
。
第
二
十
七
条

の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
八
条
第
一
号
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
、

の
二
第
一
項
第
四
号
、
第
二
十
八
条
第
一
号
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
、

第
四
十
三
条
第
一
号
、
第
八
十
二
条
第
三
号
、
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
六
条

第
四
十
三
条
第
一
号
及
び
第
八
十
二
条
第
三
号
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
前

を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
が
前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す

各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次

る
と
認
め
る
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
期
間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も

に
掲
げ
る
期
間
の
合
計
が
三
年
以
上
で
あ
る
も
の
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

の
又
は
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

す
る
講
習
会
の
課
程
を
修
了
し
た
も
の

イ
～
ハ

（
略
）

イ

法
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
司
（
以
下
「
児

童
福
祉
司
」
と
い
う
。
）
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
児
童
福

祉
事
業
（
国
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
内
部
組
織
に
お
け
る
児
童
福
祉
に

関
す
る
事
務
を
含
む
。
）
に
従
事
し
た
期
間

ロ

社
会
福
祉
主
事
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
社
会
福
祉
事
業

に
従
事
し
た
期
間

ハ

社
会
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
た
期
間
（
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
期

間
に
該
当
す
る
期
間
を
除
く
。
）

２
～
４

２
～
４

（
略
）

附

則

附

則

（
保
育
所
の
職
員
配
置
に
係
る
特
例
）

第
九
十
四
条

削
除

第
九
十
四
条

保
育
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項



の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
第
三
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
保

育
士
が
一
人
と
な
る
時
は
、
当
該
保
育
士
に
加
え
て
、
都
道
府
県
知
事
（
指
定
都

市
に
あ
つ
て
は
当
該
指
定
都
市
の
市
長
と
し
、
中
核
市
に
あ
つ
て
は
中
核
市
の
市

長
と
す
る
。
）
が
保
育
士
と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
る
者
を
置

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
十
五
条

前
条
の
事
情
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

（
新
設
）

る
保
育
士
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
教
諭
若
し
く
は
小
学
校
教
諭
又
は

養
護
教
諭
の
普
通
免
許
状
（
教
育
職
員
免
許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十

七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
を
い
う
。
）
を
有
す
る
者
を
、

保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
六
条

第
九
十
四
条
の
事
情
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
一
日
に
つ
き
八
時
間
を

（
新
設
）

超
え
て
開
所
す
る
保
育
所
に
お
い
て
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要
と
な
る
保
育
士

の
総
数
が
、
当
該
保
育
所
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
保
育
士
の
数
を
超
え
る
と
き
は
、
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
育

士
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
（
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
当
該
指

定
都
市
の
市
長
と
し
、
中
核
市
に
あ
つ
て
は
当
該
中
核
市
の
市
長
と
す
る
。
）
が

保
育
士
と
同
等
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
る
者
を
、
開
所
時
間
を
通
じ

て
必
要
と
な
る
保
育
士
の
総
数
か
ら
利
用
定
員
の
総
数
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
保
育
士
の
数
を
差
し
引
い
て
得
た
数
の
範
囲
で
、
保
育
士
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。

第
九
十
七
条

前
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
時
は
、
保
育
士
（
法
第
十
八
条
の
十
八

（
新
設
）

第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
を
い
い
、
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
附
則
第
二
項
又
は
前
二
条
の
規

定
に
よ
り
保
育
士
と
み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）
を
、
保
育
士
の
数
（
前
二
条
の



規
定
の
適
用
が
な
い
と
し
た
場
合
の
第
三
十
三
条
第
二
項
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。
）
の
三
分
の
二
以
上
、
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



○

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と

第
一
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以

い
う
。
）
第
三
十
四
条
の
十
六
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以

下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、

下
「
設
備
運
営
基
準
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
に
よ
る
基
準
と
す
る
。

一

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に

一

法
第
三
十
四
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
条
例

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
条
例

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
条
た
だ
し
書
（
保
育
に
直
接

を
定
め
る
に
当
た
っ
て
従
う
べ
き
基
準

第
十
条
た
だ
し
書
（
保
育
に
直
接

従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
九
条
、

従
事
す
る
職
員
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
九
条
、

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
四
条
、
第
四
十
七
条

第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
九
条
、
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
七

及
び
附
則
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
基
準

条
の
規
定
に
よ
る
基
準

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

附

則

附

則

（
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
及
び
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業
所
の
職
員
配

（
新
設
）

置
に
係
る
特
例
）

第
六
条

保
育
の
需
要
に
応
ず
る
に
足
り
る
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
又

は
家
庭
的
保
育
事
業
等
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
第
二
十

九
条
第
二
項
各
号
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
数
の
合
計
数
が
一

と
な
る
時
は
、
第
二
十
九
条
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保

育
士
の
数
は
一
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
配
置
さ
れ
る
保
育



士
の
数
が
一
人
と
な
る
時
は
、
当
該
保
育
士
に
加
え
て
、
保
育
士
と
同
等
の
知

識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
第
七
条

前
条
の
事
情
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
第
二
十
九
条
第
二
項
又
は
第
四
十

（
新
設
）

四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
育
士
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
教
諭
若

し
く
は
小
学
校
教
諭
又
は
養
護
教
諭
の
普
通
免
許
状
（
教
育
職
員
免
許
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状

を
い
う
。
）
を
有
す
る
者
を
、
保
育
士
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

附
則
第
六
条
の
事
情
に
鑑
み
、
当
分
の
間
、
一
日
に
つ
き
八
時
間
を
超

（
新
設
）

え
て
開
所
す
る
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
又
は
保
育
所
型
事
業
所
内
保
育
事
業

所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
小
規
模
保
育
事
業
所
Ａ
型
等
」
と
い
う
。
）
に

お
い
て
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要
と
な
る
保
育
士
の
総
数
が
当
該
小
規
模
保

育
事
業
所
Ａ
型
等
に
係
る
利
用
定
員
の
総
数
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
保
育
士
の
数
を
超
え
る
と
き
は
、
第
二
十
九
条
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条
第

二
項
に
規
定
す
る
保
育
士
の
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
と
同
等
の
知
識

及
び
経
験
を
有
す
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
者
を
、
開
所
時
間
を
通
じ
て
必
要

と
な
る
保
育
士
の
総
数
か
ら
利
用
定
員
の
総
数
に
応
じ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
保
育
士
の
数
を
差
し
引
い
て
得
た
数
の
範
囲
で
、
保
育
士
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

第
九
条

前
二
条
の
規
定
を
適
用
す
る
時
は
、
保
育
士
（
法
第
十
八
条
の
十
八
第

（
新
設
）

一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
を
い
い
、
第
二
十
九
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
十
四

条
第
三
項
又
は
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
保
育
士
と
み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）

を
、
保
育
士
の
数
（
前
二
条
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
し
た
場
合
の
第
二
十
九

条
第
二
項
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の

三
分
の
二
以
上
、
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


